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仙

の
浄

土
思
想

に
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い
て

服

部

淳

一

中
国
仏
教
に
お
い
て
浄
土
思
想
は
、
華
厳
浄
土
思
想
、
禅
浄
融
合
思

想
と
云
う
よ
う
に
他
思
想
と
影
響
を
持

っ
て
展
開
し
、
浄
土
宗
に
お
い

て
は
法
然
以
降
、
犬
乗
仏
教
的
基
礎
や
他
宗
教
義
と
の
対
応
の
努
力
に

よ

っ
て
宗
義
の
充
実
を
計

っ
て
き
た
。

こ
の
両
面
か
ら
見
て
も
浄
土
思

想
は
犬
き
な
基
盤
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
江

戸
期
に
お
け
る
華
厳
浄
土
思
想
、
特

に
定
仙
の
浄
土
思
想
に
焦
点
を
あ

て
、
主
と
し
て

『
華
厳
通
貫
』
を
中
心
と
し
て
浄
土
宗
系

の
引
用
論
疏

を
検
討
し
、
定
仙
の
浄
土
思
想
の
受
容
の
特
色
を
見
、
江
戸
浄
土
教

の

特
色
を
考
察
し
た
い
。

表
題

の
定
仙
は
江
戸
末
期

の
華
厳
宗

の
僧
で
あ
り

『華
厳
通
貫
』
と

『海
蔵
念
仏
典
決
』
を
残
し
て
い
る
。
定
仙
の
伝
歴
は
明
確
で
は
な
い

が
、
『
華
厳
通
貫
』
が
撰
せ
ら
れ
た
時
に
七
十
六
歳
と
云
っ
て
い

る

の

で
明
租
七
年

(
一
七
七
〇
)
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
は
解

る
。
巻
末

に

南
勢
別
山
定
仙
と
あ
る
の
で
、
時
代
的
に
見
て
普
寂
あ
る
い
は
尾
張
八

事
山
と
の
関
係
が
予
想
さ
れ
る
。

定
仙
の
思
想
は
こ
の
著
書
を
通
し
て
し
か
知
る
こ
と
は
出

来

な

い

が
、

こ
の
時
期
は
浄
土
宗
義
も
檀
林
教
育
に
よ

っ
て

一
定

の
レ
ベ
ル
を

保

つ
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
り
、
他
宗
派
に
お
け
る
浄
土
宗
義

の
受

容
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
浄
土
宗
学

の
内
容
を
か
い
ま
見
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
う
。

こ
の

『
華
厳
通
貫
』
は
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)
十
月
に
著

わ

さ
れ

た
も
の
で
、

ノ

リ

シ

ノ

ス

ニ

ハ

ノ

宋
復
庵

作
二華
厳

論
貫

叩貫

二徹

一
経
犬
旨
叩
往
往
帰
二
於
禅
悟
叩
今

以
二
本
経

ヲ

ス

タ

レ

ハ

チ

ニ

シ

レ

ハ

ン

ス

ノ

ヲ

要
文

叩
通
二浄

土
之

関
叩復
彼

直

示
二
円
極
之
理
崎
此

略
二
明
二事

理
双
行
殉
錐
レ

リ

ト

ニ

ノ

カ

ラ

テ

ス

ト

タ

似

二敷
擾

叩
其
門

不
レ
同
。
名
為
二
華
厳
通
関

一也
。

余
今
年
七
十
六
。

一
死
亦

キ
ニ

テ

ノ

シ

ツ

メ

在
レ
近
。

因
以
下
日
用
所

二論
持

一華
厳
略
抄

二
本
加
付
二
与

二
三
子

叩
且
述
ニ

ノ

ソ

ス

ニ
(
1
)

斯
書
叩預
擬
二遺
訓
叩

と
、
そ
の
冒
頭
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
宋

の
復
庵
が

『
華
厳
輪
貫
』
を

著
わ
し
華
厳
経
の
主
旨
は
禅

の
悟
り
に
す
る
こ
と
に
あ
り
と
説

い
た
形

式
に
習
い
、
内
容
は
全
く
別
で
あ
る
が
定
仙
は
華
厳
経
の
教
え
は
浄
土

教
を
貫
通
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
華
厳
思
想
に
よ

っ
て
浄
土
教
義
を
解

釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
「遺
訓
」
と
あ
る
よ
う

に
、
七
十
六
歳

の
時
、

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
雀
第
二
號
 
平
成
元
年
三
月

一
八
五

-697-



定
仙

の
浄

土
思
想

に

つ
い
て

(服

部
)
 

一
八
六

日
常
用
い
て
い
る

『
華
厳
略
抄
』
(或
は
要
略
華
厳
経
)
と
共
に
弟

子

に

贈

っ
た
と
示
さ
れ
て
い
る
。

華
厳

経
に
お
け
る
浄
土
思
想
は
、
諸
先
生
の
御
研
究
に
よ
っ
て
、
六

十
華
厳

の
寿
命
品
、
八
十
華
厳
の
寿
量
品
で
は
最
劣
の
浄
土
で
あ

っ
た

西
方
極
楽
が
、
異
訳
の
成
立
や
浄
土
思
想
の
盛
行
な
ど
に
よ
っ
て
華
厳

の
中
で
増
幅
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
智
撮
、
澄
観
、
宗
密
な

ど
に
よ
り
、
西
方
浄
土
は
蓮
華
厳
世
界

へ
の
入
口
、
初
地
所
見
と
す
る

浄
土
初
門
説
、

ま
た
華
厳

一
乗
説
に
よ

っ
て
、
西
方
極
楽
と
蓮
華
蔵
世

界
が
即

一
で
あ
る
と
す
る
華
厳
極
楽
同
体
説
が
生
ま
れ
、
普
遍
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
定
仙
の
考
え
方
も
こ
の
線
上
に
あ
る
の
で
あ
る
。

ニ

テ

シ

テ

応
レ
知
。

以
二
取
相
分
別
之

識
種

叩感

二
六
趣
生
死
之
業
影
殉
由
二
正
智
離
念
之

エ

ス

ヲ

テ

ノ

勝
因
刈証
二四
徳
常
住
之
恒
果
幻是
以
一
切
諸
仏
説
法
利
生
。
以
二無
分
別
無
礎

チ

ク

ル

(2
)

行
叩
即
能
入
二法
界
海
会
一也
。

と
あ
る
の
が
定
仙
の
基
本
的
な
見
方
で
あ
り
、
無
分
別
無
礎
行
に
ょ
る

法
界

へ
の
帰
入
の
方
法
と
し
て
念
仏
行
を
位
置
付
け
、

シ

レ

ノ

ハ

テ

シ

ニ

シ

若
夫
宿
植
徳
本
入
。
有
レ時
妄
想
軽
安
。
心
光
発
現
。
自
然
識
嵩得
十
方
三

ノ

ス
ル
コ

タ

チ

ス
ル
コ

ノ

世
諸
仏
衆
生
本
来
安
一一住

金
剛
道
場
華
蔵
海
会
叩亦
即
了
三知

八
万
四
千

ク

レ

ス
ル
コ

 ヨ
 

法
門
蓋
是
帰
軸剛入

法
界

一
行
念
三
昧
一也
。

と
云
う
よ
う
に
、
華
厳
界

へ
の
帰
入
す
る
た
め
の
念
仏
三
昧
と
と
ら
え

て
い
る
。

浄
土
宗
に
お
け
る
華
厳
思
想
の
位
置
付
け
と
し
て
は
、
法
然
が

『選

択
集
』
第

一
章
段
で
、
法
華
経
、
随
求
陀
羅
尼
経
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
経

な
ど
と
と
も
に
華
厳
経
を
傍
明
浄
土
経
典
と
し
て
あ
げ
、

ま
た

『
傍
説

浄
土
教
論
集
』
に
華
厳
経
典
と
し
て
九
経
を
あ
げ
て
お
り
、
浄
土
宗
義

と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

『選
択
集
』
第
十

六

章

段
で
は
華
厳
宗
の
諸
師
が
示
す
と
こ
ろ
の
浄
土

に
関
し
て
の
説
は
、
専

修
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
聖
道
の
中
に
説
く
浄
土
で
あ
る
と
し
て
否

定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
三
祖
良
忠
は

『
往
生
論
註
記
』
第
五
に

「
極
楽
は
即
ち
華
厳
界
他
受
用
な
り
」
と
示
し
、
華
厳
即
極
楽

の
見
解

を
も

っ
て
お
り
、
更
に
は
酉
誉
聖
聡
が

『
一
枚
記
請
見
聞
』
に
お
い
て

「華
厳
禅
門
の
悟
入
も
解
説
を
遂
ぐ
る
の
日
は
、
自
然
に
法
王

の
家
に

至
る
べ
し
。
仏
土
に
至
る
者
、
必
ず
仏
心
を
念
ず
る
故
に
二
門
皆
念
仏

な
り
」
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
浄
土
宗
義
の
解
釈
の
う
え
で
華

厳
思
想
が
密
着
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

定
仙
は

『
華
厳
通
貫
』
に
お
い
て
念
仏
三
昧
が
華
厳
経
か
ら
発
生
し

た
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が

ノ

ハ

ノ

テ

此
華
厳
経
者
。
十
身
毘
盧
遮
那
。
安
二住
華
厳
法
界
海
会
叩
以
二
一
切
諸
仏

ノ

ス

ル

ニ

ソ

同

一
体
性
。
十
華
厳
蔵
世
界
海
。
微
塵
数
犬
入
相
叩所
二演
説
一之
根
本
法
論
。

八
万
四
千
諸
波
羅
蜜
。
浄
仏
国
土
成
就
衆
衆
生
。
無
レ
始
無
レ
終
。
常
詮
不

テ

ハ

ハ

ト

ノ

ノ

変
。
乃
至
衆
生
説
。
国
土
説
。
三
世
如
是
説
。
取
レ要
言
レ之
。
廻
然

超
二出

ニ

シ

ス
ル

レ
(4
)

文
字
言
寛
情
識
之
表
伽入
入
具
足
。
現
今
円
成
。

一
念
法
界
之
全
体
是
也
。

と
し
、
す
べ
て
の
教
え
は
華
厳

の
理
に
基
ず

い
て
い
る
こ

と

を

表

わ

し
、
ま
た
こ
の
理
に
従

っ
て
数
多
く
の
念
仏
三
昧
や
行
願
品

の
回
向
が

説
か
れ
、
浄
土

の
法
門
が
現
わ
れ
て
く
る
と
し
て
い
る
。
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こ
の
基
本
を
も
と
と
し
て
、
定
仙
の
浄
土
思
想
の
受
容
の
特
色
を
見

て
み
た
い
。
浄
土
宗
関
係
の
引
用
論
疏
を
見
る
と
、
法

然

の

『選
択

集
』
『
一
枚
起
請
文
』
、
善
導
の

『
観
経
疏
』
『
般
舟
讃
』
、
聖
光
の

『
徹

選
択
集
』
『
識
知
浄
土
論
』
、
聖
問
の

『教
相
十
八
通
』
、
観

徹

の

『
円

頓
戒
誘
蒙
』
を
引
用
し
、
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

定
仙
の
浄
土
宗
義
の
理
解
は
、

キ

ハ

チ

テ

カ

ニ

ナ

ハ

ノ

ハ

如

こ選
択
集
叩
則
当

二吾
邦
宗
教
多
途
之
時
叩
大
侶
二
究
寛

一
乗
果
号

鴨
不
レ
払

ミ

カ

ク

シ

ニ

ニ

ノ

テ

タ

ヲ

不
レ
盗
。
疾
乗

二仏
願

叩
暗
契

二仏

心
幻単
提
直
入
。

不
三
敢
渉

一理
解

叩
三
根

易

シ

ク

セ

ノ

ニ

ノ

シ

ノ

キ

レ

ル

ニ

ト

ソ

ス

ル
カ

行
。
五
乗
斉
修
。
是
故
持
名
弘
通
。
如
三頁
川
之
就
レ下

洋
洋

流
二頗

四

海
一也(5
)
。

と
云

っ
て
い
る
よ
う
に
、
『選
択
集
』

の
説
を
重
要
視
し
、
念
仏

の
助

業
に
注
目
し
て
、

レ

ル

ノ

ヨ
リ

ノ

ノ

タ

フ

ニ

夫
空
祖
選
択
集
。

専

雑
之
廃

立
。
綴
厳

二於
善
導

一而
其
寛
容
亦
及
二
干
此

二

ミ

キ

ニ
ス

カ

ヲ

ヘ

チ

ハ

焉
、
鳴
呼
堆
仰

二烈
祖
立
宗
之
悲
願

一恢

二廓

吾
輩
固
我
之
偏
見
一
然

則
解
者

・ン

ノ

ハ

ス

(
6
)

結
三
縁
干
究
寛

一
乗
果
海
法
門

一行
者
修

三習
於
性
相

一
如
念
仏

三
昧
一

の
よ
う
に
、
解
を
助
業
と
し
て
華
厳

一
乗
を
、
行
を
正
業
と
し
て
念
仏

三
昧
を
修
す
る
形
を
と

っ
て
い
る
の
で
、
本
来

の
専
修
と
は
違

っ
て
き

て
い
る
。

善
導

の

『
観
経
疏
』
は
実
践

の
事
理
双
修
を
主
張
す
る

論

拠

と

し

て
、

ス

ル

ニ

ノ

ノ

ス

ル

ス

又
損
二
善
導
観
無
量
秀
経

疏
一
釈

二第

八
嫁
想
観

一中
。
斥

二唯

識
法
身
。

自

ノ

ニドブテ
ヘト

ス

ノ

性
清
浄
仏
性
等
観

一云
。

経
文
既
言
レ
想

レ
像
。

仮
二
立
三
十

二
相
殉
乃
至
此
観

タ

シ

テ

ノ

ヲ

ル

メ

サ

(7
)

門
等
。

唯
指
レ方

立
レ相
。

住
レ
心
而
取

レ境
。

総

不
レ
明
二無
相
離
念

一也
。

と
用

い
、

ス
ル

ニ

ノ

ニ

所
・
謂
帯
レ
事
行
行
。
無
観
有

レ観
。

無
念
有
レ
念
。

事
理

双

修
。

定

慧

不

(8
)

二
。
非
二
単
法
身
単

無
生
観

一也
。

と

し
、

ま

た
、

ニ

ノ

ク

ヲ

ノ

レ

ハ

チ

レ

レ

ヲ

ク

善
導
既
釈
二前
観

一
云
。
凝
レ
心
不
レ
絶
。

即
是
見

二浄
土
之
相
叩
此

名
二
想
中

(
9
)

見

一
。

と

し
、

テ

ハ

ニ

ス

タ

ノ

メ

ウ

至

真

身
観

幻
不
レ
可
下
以
「…形
相
思
惟

一念

切
唯
此

不
観
相
貌
。

専
称
名
字
。

シ

ラ

テ

ク

ノ

随

・…順
仏
願
叩
相
二応

仏
心
叩
不
レ
仮
二作

意
叩
以
二無
観
之
観
叩
折
二
如
空
相
海
叩
犬

ノ

テ

カ
ル
(m
)

権
密
意
。
不
二得
而
可
丁測

也
。

と
真
身
観
釈
を
解
釈
し
、
更

に
は
真
身
観

の
内
容
は

「
華
厳
十
蓮
微
塵

数

の
相
海
と
全
く
同
じ
」
と
示
し
て
い
る
。
更

に

ヲ

ハ

ス

ヵ

バ

カ

バ

善
導
自

釈
二法
界

一有

二
三
義

一・
一
者

心
偏

故
。

二
者
身
偏
故
。

三
者
無
障

ノ

ノ

ト

ノ

シ

(
11
)

礎
故
。
此
無
障
礎
法
界
。
輿
二華
厳
事
々
無
礎
法
界
一同
。

と
し
て
華
厳
極
楽
同
体
論
を
展
開
し
て
い
る
。
香
月
乗
光
氏
は
、

「
華

(12
)

厳
経
寿
命
品
の
弥
陀
浄
土
説
と
そ
の
展
開
」
の
中
で
、
定
仙
に
触
れ
、

定
仙
が

『
海
蔵
念
仏
典
決
』
の
な
か
で
提
起
し
た
浄
土
初
門
説
と
華
厳

一
乗
義
に
よ
る
華
蔵
極
楽
同
体
論
の
問
題
に
、
浄
土
宗
側
か
ら

の
対
応

が
あ

っ
た
な
ら
ぽ
、
弥
陀
仏
土
論
は
よ
り
深
く
研
究
が
な
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
華
厳
極
楽
同
体
論
は
、

シ

テ

ノ

キ

ヲ

シ

メ

ヲ

テ

ノ

但
以
二
衆
生
乱
想
無

由
二
寄
託
。
標

二
心
西
方

幻
簡

二余
九
域
殉
今
以
一弥

陀
叩

定
仙

の
浄

土
思
想

に

つ
い
て

(
服

部
)
 

一
八
七
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定
仙

の
浄
土
思
想
に

つ
い
て

(服

部
)
 

一
八
八

レ

ハ

ノ

チ

ク

ル

ノ

為
二法
門
主
叩則
十
方
三
世

一
切
仏
刹
。
誰
為
二弥
陀
身
土
叩乃
至
心
仏
衆
生

キ

ニ

ム

ク

ス

(
13

)

一
切
趣
レ
一
。
一
趣
二
一
切
叩
事
々
無
礎
法
界
。
主
伴
具
足
。

と
あ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
を
法
門
の
主
と
す
る
と
こ
ろ

か

ら

始

っ

て
、
十
方

の
諸
仏
、
諸
仏
国
土
は
弥
陀
の
中
に
統
摂
さ
れ
る
の
で
、
す

べ
て
が
即

一
と
な
る
と
説
き
、
劣
土
で
あ

っ
た
弥
陀
浄
土
が
華
厳
蔵
世

界
と
同
体
と
な
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
浄
土
思
想
を
受
容
し
、
善
導

の
論
を
用
い
る
に
あ
た
っ

て
、
鎮
西
聖
光
と
了
誉
聖
間
の
数
義
が
犬
き
な
地
位
を
占
め
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

聖
光
に

つ
い
て
は
、

レ

ノ

ク

ル

ノ

ク

カ

失
国
師
者
。
空
祖
犬
師
。
正
宗
得
髄
嫡
伝
。
親
蒙
二証
明
叩其
言
日
。
源
空

チ

レ

ナ

リ

ト

ナ
リ

ト

全
身
。

即
是
聖
光
。
吾

輿
二聖
光
殉

一
膿
無

二
。

(中
略
)

至
三
一祖
国
師
叩
法

ノ

ニ

ク

シ

 く

ラ

ハ

ス

シ

ト

ノ

運
応
レ
時
広
融
二性
相
。
益
彰
二
真
風
叩
於
レ是
浄
教
周
備
。
赫
然

猶
如
呆
日

升
天
。
宗
教
施
設
。

一
張

一
弛
。
量
易
測
哉
。
爾
来
龍
象
迭
興
承
鎮
西
。
犬

(
14

)

振
斯
道
。

と
、
浄
土
宗
に
お
け
る
位
置
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
著

『
徹
選
択
集
』

に
示
さ
れ
て
い
る
、

ク

ハ

チ

チ

ノ

文
云
至
極
甚
深
之
犬
乗
者
。
名
即
膿
也
。
相
即
性
也
。
是
故
名
騰
不
二
。

ヲ

ハ

ノ

ハ

レ

ハ

レ

性
相
少
如
。
然

則
此
念
仏
三
昧
。
一
切
諸
仏
之
膿
性
也
。
此

是
犬
乗
至
極

レ

セ

ハ

ン
ト

ツ

シ

ル

ノ

之
法
門
也
。

又
夫
欲
レ
知
二念
仏
往

生
叩
先
須
レ
知
一二

切
菩
薩
。

浄
仏
国
土
。

ノ

ノ

成
就
衆
生
之
義

一也
。

乃
至
単
聖
道
門

入
。
単
浄

土
門
入
。

不
レ
可
レ
知
レ
之
。

レ

チ

聖
道
浄
土
兼
学
之
入
。
可
レ知
レ之
。
此
則
聖
教
之
源
底
也
。
法
門
之
奥
義

ノ

ヘ

ニ

セ

ス

ク

ハ

シ

也
。

仏
菩
薩
之

秘
術
也
。

此
書
上
。

不
レ
可

二載
審
叩
委

可
レ
聞
二
口
伝

一也
。

シ

ス
ト

又
称

名
念

仏
。
不
レ
論
二
機
根
之
浅
深

殉自
然
正
智
正
解
。
相
二
応
仏
心
叩
契
二
同

(15
)

浄
仏
国
土
。
成
就
衆
生
之
行
叩

を
、
取
意
し
て
あ
げ
、
『犬
智
度
論
』
に
ょ
る

「浄
土
国
土
、
成

就

衆

生
」
と
、
「聖
道
浄
土
兼
学
」
の
説
を
浄
土
宗
義

の
重
要
点
と
し

て
と

ら
え
て
い
る
。
「浄
仏
国
土
、
成
就
衆
生
」
は
、
定
仙
も
、

ノ

ノ

ハ

メ

ノ

ノ

ノ

ト

キ

コ

メ

此
華
厳

経
犬
要
。

諦
二
信
文
殊

無
相
妙
慧

殉了
三
達
心
性
本
無
二
所
有

叩発
ご
起

ノ

ノ

ス

テ

普
賢
如
幻
行
願
叩
浄
ご
仏
国
土
幻
成
一一就
衆
生

殉
兼
二
此

二
一而
。

不
レ
有

ご所
住
叩

レ

ヲ

(
16

)

是

為
ご
三
聖

一
体
之
仏
叩

の
示
し
て
お
り
、
こ
の
思
想
は
犬
乗
仏
教
を
通

じ
た
も
の
で
あ
り
、
聖

光
も
浄
土
宗
義
を
仏
教
全
体

の
中
で
位
置
付
け
る
為
に
用

い
た

も

の

で
、
ま
た

「
聖
道
浄
土
兼
学
」
の
説
も

「
自
宗
妙
宗
に
く
ら
け
れ
ば
他

を
度
す
る
に
由
な
し
」
か
ら
く
る
も
の
で
定
仙
は
、

ノ

テ

ニ

ハ

ノ

ノ

ヒ

又
国
師
徹
選
択
中
。
挙
二八
種
選
択
幻更
加
二二
十
二
種
選
択
叩宗
教
廃
止
益

ナ
リ

メ

ク

ス

(
17

)

厳
。
而
又
汎
融
二浄
土
叩

と
聖
光
教
学
を
見
て
い
る
よ
う
に
、
聖
光
は
応
用
と
し
て
の
宗
学
に
注

目
し
て
お
り
、
先
述

の
よ
う
に
華
厳
を
取
り
入
れ
た
論
述
が
浄
土
宗

の

中
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
華
厳
思
想
と
合
致
す
る
の

も
当
然
で
あ
る
。

聖
間
に
つ
い
て
は
、
『
華
厳
通
貫
』
に
、

ク

ニ

ス

レ

ハ

チ

浄

宗

有

一一二
門

相謂

教

門

実

義

門
。

約

一一
教

門

一則

以

一一法

界

紳為

二
衆

生

幻
以

レ

ス

ノ

ノ

ハ

タ

ヒ

ニ

ヒ

ス

ニ

身
属
レ
仏
。

今
依

二実
義
門

幻此

二
門
剋
而
言
レ
之
。

亦
互

相
具
。

善

導
既
言
銘
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ハ

チ

ナ
リ
ト

タ

ラ
シ
ヤ

(18
)

法
界
即
是
如
来
国
叩宣
但
滞
二
一
門
一哉
。

と
あ
る
教
門
実
義
門
の
二
門
は
、
浄
土
宗

に
お
い
て
聖
問
に
よ

っ
て
導

入
さ
れ

た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
善
導

の

『観
経
疏
』
を
釈
す
る
と
こ
ろ

で
も
、

レ

タ

ス

シ

セ

ハ

モ

ス

(
19

)

此
レ
唯
約
二
教
門
叩若

約
一実

義

幻諸
師
亦
通
。

と

し

て
使

用

し
、

ニ

ハ

ソ

ノ

ヒ

ノ

教
門
有
レ別
。
帰
元
無
レニ
。
凡
円
極

一
乗
。
華
厳
法
華
。
及
余
犬
乗
経

ル
コ

ク

サ

(20
)

典
。
靡
レ不
蕊鑑
明
二事
理
無
礎
。
体
用
不
二
叩

と
し
て
、
定
仙
は
自
説

へ
の
帰
還
を
す
る
時
に
、
こ
の
二
門
を
用
い
て

い
る
。

又
、

ク

ナ
ル
カ
ナ

レ

ヲ

ノ

ノ

ノ

了
誉
問
公
云
。
幸

哉
我
等
。

依
二
犬
師
自
解
仏
願
恩
力
叩
不
レ
観
二
仏
身
叩

シ

ク

ル

ノ

ハ

ス

ノ

ノ

ハ

ナ

ク

正

見
二
仏
心
叩
乃
至
観
仏
行
入
。

仏
影
現

二行
者
心
中

叩
念
仏
衆
生
。

辱

居
二

ス

ノ

ニ

ル

ハ

ハ

シ

マ
(
21
)

在

仏
心
内

一当

レ知
影
現
有
レ
時
。

居
在
無

レ間
。

と
、
『教
相
十
八
通
』
か
ら
の
取
意
を
引
用
し
て
い
る
が
、

こ
の
部

分

は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
表
わ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
定
仙
は
そ
の

あ
と
に
、ノ

ノ

カ
ラ

ソ
バ

ヲ
(22
)

如
上
祖
訓
。
為
二鎮
西
正
宗
伝
灯
仏
子
一者
。
不
レ
可
レ不
レ知
也
。

と
、
聖
間
の
教
学
を
支
持
し
て
い
る
。

云
う
ま
で
も
な
く
聖
間
は
阿
弥
陀
仏

の
本
願
力

の
絶
対
性
を
強
調
す

る
こ
と

に
主
眼
を
お
い
て
、
そ
の
教
学
を
形
成
し
た
の
で
あ

っ
て
、
定

仙
の
説
と
は
そ
の
基
を
異
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
定
仙
に
と

っ
て
聖
間

の
随
他
扶
宗
の
自
説
主
張

に
適
応
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ

う
に
、
聖
光
、
聖
間
の
説
を
も

っ
て
善
導
の
教
え
を
解
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
浄
土
思
想
を
華
厳
学
的
な
分
野

へ
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
最
終
的
に
は
、

ニ

ス
ト

タ
チ

ナ
リ
ト

シ

ノ

ル
カ

錐
護
已
安
二住

弥
陀
海
会
岨
一
水
西
見
。

智
隔

報
殊
。

猶
如
三
生
盲
不
τ
見
ニ

ク

サ

ニ

メ

レ
イ

ヘ
イ

ノ

ス

ニ

(
23

)

天
日
殉宜
下当

脱
二去
蛉
塀

之
窮
途
叩通
中達
華
蔵
之
郷
関
上也
。

と
西
方
極
楽
か
ら
蓮
華
蔵
世
界
に
お
も
む
く
こ
と
を
第

一
目
標
と
現
わ

し
て
い
る
。

定
仙
の
引
用
形
態
に
つ
い
て
特
色
が
見
ら
れ

る
が
、
例
え
ば

「
善
導

云
く
」
と
し
て
、

タ

リ

西
方
寂

静
無
為

楽
。
畢
寛
遣
遥
離
二
有
無
殉
犬
悲
薫
レ
心
遊

二法
界

分
レ
身

フ

ノ

タ

ヒ

ハ

チ

ノ

利
レ物
等

無
レ殊
。

一
到
二弥
陀
安
養
国
叩畢
寛
逡
遥
即
捏
繋
。
浬
薬
荘
厳
処

ニ

チ

ク

ス

メ

処
満
。

見

レ
色
聞

レ
香
罪
障
除
。

百
宝
荘
厳
随
レ
念
現
。

長
劫
供
養
報

二慈
恩
叩

チ

ニ

シ

ノ

ク

ハ

ノ

チ
ニ

テ

微
塵
故
業
随
レ智
滅
。
不
覚
転
入
二真
如
門
叩普
願
有
縁
同
行
者
。
専
心
直

入

カ

ラ

メ

ヒ

レ

カ

ヲ

シ

不
レ
須
レ
疑
。

一
到

一一弥
陀
安
養
国
叩
元
来
是
我
法
王
家
。

一
日
七
日
専
称
レ
仏
。

ノ

ニ

ヒ

チ

テ

ス

命
断
須
嬰
生

二安
楽

幻
一
入
二弥
陀
浬
架
国
刈
即
得

二
不
退

一証
二
無
生
刈
門
門
不
同

ノ

ナ

リ

ト

ト

ト

ハ

チ

レ

ス

レ

ハ

ナ

ク

八
万
四
。
為
レ滅
二無
明
果
業
因

利
剣
即
是
弥
陀
号
。

一
声
称
念

罪
皆
除
。

ヒ

テ

ハ

チ

レ

ノ

ナ
リ

ノ

チ

テ

同
学
相
随
遊
二
法
界
叩
法
界
即
是
如
来

国
。

一
一
仏

国
恒
沙
会
ρ
分
レ
身
聴
レ
法

ス

テ

ル

ノ

セ

ラ

レ

テ

ニ

カ

ヘ

ハ

ニ

ン

ト

修

二
供
養

叩
得
レ
蒙
二
諸
仏
慈
光

照
殉
摩
頂
授
記

入
二
無
余
叩
意
楽
二
他
方
住

一

ス

キ

ハ

チ

ス

タ

フ

レ

ノ

即
住
。
須
レ欲
二帰
還
一即
帰
還
。
本
国
他
方
亦
無

二
。
悉
是
渥
薬
平
等
法
。

ノ

ワ

ク

リ

ル

ク

レ

(
24
)

諸
仏
智
慧
亦
同
然
。
到
処
審
是
法
王
家
。

定
仙
の
浄
土
思
想
に
つ
い
て

(服

部
)
 

一
八
九
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定
仙

の
浄

土
思
想
に

つ
い
て

(
服

部
)
 

一
九
〇

と
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
初
め
の

「
西
方
寂
静
」
か
ら

「
等
無
殊
」
ま

で
が

『
観
経
疏
』

の
水
想
観

の
文
で
あ
り
、
以
降
は

『
般
舟
讃
』
の
文

で
あ
る
。

こ
の

『般
舟
讃
』

の
文
に
つ
い
て
は
、
コ

到

弥

陀
」
か
ら

「
罪
障
除
」
ま
で
、
「百
宝
荘
厳
」
か
ら

「
法
王
家
」
ま
で
、
二

日
七

日
」
か
ら

「証
無
生
」
ま
で
、
「門
門
不
伺
」
か
ら

「罪
皆
除
」
ま
で
、

「
同
学
相
随
」
か
ら

「
即
帰
還
」
ま
で
、
「
本
国
他
方
」
か

ら

「
平

等

法
」
ま
で
、
「
諸
仏
智
慧
」
か
ら

「
是
法
王
家
」
ま
で
の
七
句
を

組

み

替
え
て
引
用
し
て
い
る
。
『
識
知
浄
土
論
』
も
犬
幅
な
取
意
が
行

な

わ

れ
、
「徹
選
択
集
』
も
組
み
替
え
と
取
意
に
よ

っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
引

用
作
業
は
定
仙
自
身

に
依
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
解
釈

の
特
色
が
見
ら
れ
る
。

江
戸
後
期
の
成
誉
犬
玄
は

『
浄
土
頚
義
探
玄
抄
』
に
、

シ

ス

レ

ハ

ニ

ャ

ノ

ニ

リ

ニ

ノ

ト

ナ

ル

カ

問
若
摂

二
円
教

一有

二何
過
失

一答
此
有
二
五
失

一
(
中
略
)

三
華
天
奴
隷

ニ

ト

バ

カ

ス

テ

ヲ

テ

ン

ト

ル

ユ

ニ

故

者
中
古
以
来
我
門
之
徒
欲
下
立

二円
教

一以
摂
申
浄
宗
上
然

鷲
緯
導

無
二
円

ノ

ニ

リ

ノ

ヲ

テ

ノ

ヲ

シ

ヲ

フ

タ

リ

ト

ノ

ヲ

教
釈

一密
醜
二
台
荊
両
祖
余
誕

一設

二多
勧
労

一成
一一立
円
教

一謂
レ
得

二
龍

蛇

珠

一

レ

テ

モ

シ

ナ
レ
ハ

ヒ

キ

テ

ヲ

メ

ヲ

ス
コ

ヲ

モ

斯
但
有
レ
労
而
無
レ
功
何

者
縦

説
二得
円
旨

一究
二
其
広
犬

一蓋
二
其
精

微

一
如
ニ

ノ

レ

ノ

ヲ

フ

ヲ

ニ

ン

ノ

カ

レ

ル

カ

荊
渓

四
明

一不
レ
免

二天
台
閣
下
奴
隷

一伝
二
臭
千
載

一有

一荷

面
皮

一此
無
・
他
由
レ

ル

ニ

ノ

ヲ

ニ

ル

カ

ハ

ス

レ

ち

ス

ユ

カ

不
レ
読
二
鶯
緯
導
空
章
疏

一故
也
学
者
応
レ
知
我
宗
非
二
是
華
厳

一
亦
非
二
天
台
何

(
25
)

ソ

ノ

ヲ

テ

ノ

ニ

ル

ヤ

ン

ト

ノ

ト

カ

ナ

の 

ヲ

ハ

ニ

チ

故
我
宗
法
門
強
属
二
円
教

一欲
レ
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二彼
憧
僕

一耶
甚

 

入
之

好
レ
怪
也
非
レ
愚
則

ナ
リ

狂

と
当
時

の
浄
土
守

の
状
態
を
、
天
台
、
華
厳
な
ど
他
宗
義
に
よ

っ
て
解

釈
を
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
嘆
か
わ
し
い
と
云
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
随

他
扶
宗
、
随
自
顕
宗
両
門
の
ギ
ャ
ヅ
プ
と
云
う
も
の
が
多
く
出
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
定
仙
に
よ
る
浄
土
教

の
解
釈
も
、
逆

の
立

場
で
同
様

の
こ
と
が
云
え
る
と
思
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
定
仙
の
浄
土
教
受
容
形
態
を
見
る
と
、
基
本
的
に

善
導
、
法
然

の
教
学
を
受
け
、
そ

の
展
開
と
し

て
鎮
西
聖
光
、

了
誉
聖

問

の
教
学
に
よ

っ
て
論
じ
て
い
る
こ
と
が
解

る
。
定
仙
の
思
想
の
根
底

に
あ
る
も
の
は
、
蓮
華
蔵
世
界

へ
の
行
き
易
さ

で
あ
り
、
文
殊
無
相
の

妙
慧
を
諦
信
出
来
ず
、
万
法
唯
心
を
了
達
出
来

な
い
入
々
に
注
目
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
愚
痴
無
知
の
凡
夫
を
救

い
の
中
心

と

す

る

善

導
、
法
然
の
浄
土
思
想
の
機
根
の
考
え
方

に
よ

っ
て
、
華
蔵
極
楽
同
体

説

へ
と
導
い
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
江
戸
期

に
お
け
る
浄
土
宗
義
が
広
が
り
を
も
ち
、
他
思
想
と
の
連
係
を
深
め
て

い
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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